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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

 

我が国の行政を取り巻く環境は厳しくなっており、例え

ば夕張市のように財政破綻するような自治体もある。この

ような厳しい財政運営を余儀なくされる中で、複雑かつ多

様化する行政需要に応えていかなければならない。その

ため行政の効率化等を達成するために、民間の経営手

法を取り込もうという動きが高まってきた。また更にそこで

は、業務改善を実現のために、原価管理システムが必要

不可欠であると考えられる。しかし、そのような原価管理

システムは未だ開発されていない状況にあると言える。 

そこで、本研究では安芸市上水道事業を対象として行

政経営システムに求められる原価管理システムのフレー

ムワークを設計し、それに基づき開発することを目的とす

る。 

 

２２２２．．．．本研究本研究本研究本研究ののののフレームワークフレームワークフレームワークフレームワーク    

 

本研究の対象である安芸市上下水道課では上水道事

業の単価計算は行われているが、原価計算は行われて

いない。ここでいう単価とは、総事業費を単位水量当たり

で割るという簡易な計算方法で求めた、給水するために

必要な単位水量当たりの費用のことである。しかし、この

方法では上水道事業を行うにあたって必要な活動毎の

費用が把握できず、どの活動で費用が多く発生している

か分からないため、業務改善を行うことは難しい。一方、

本研究で言う原価とは、活動毎に費用を計算していくも

のである。そうすることによってどの活動でどれだけ費用

がかかっているかが分かり、業務改善に繋げることがで

きると考えられる。原価の構成要素はその一般的な定義

に従い、労務費・経費・材料費とした。 

活動毎に原価計算する方法としては、民間企業等で

広く採用されている活動基準原価計算 ABC 

(Activity Based Costing)［1］［2］がある。 

しかし、ABC 分析では次のような問題点があると言

える。 

・「活動」の定義がなされていない 

・具体的な業務改善の方法の提案がなされていない 

 そこで、本研究ではまず直接的に計算対象となる活

動を定義するために、上水道事業を対象に、どのよう

な活動が地方自治体の業務にあるのか分析を行った。

その結果、「一般管理」「施設管理」等、７つの活動に 

直接的に計算対象
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分解できた。これらの活動は、対象事業の活動の概要    

を表すようなレベルの活動である。しかし、業務改善

を行うために必要な活動毎の原価とは、活動と原価の

関係が1対１にならなければならない。つまり、ある

活動が複数のアウトプットをもたらす場合、その活動

の原価と業務改善は直接結びつかない。よって直接的

に計算対象となる活動の定義は「事業目的を達成する

ために必要な業務を、ある一つのアウトプットをもた

らす一連の系列が明らかになるレベルまで分解したも

の」とした。この定義に従い分析を行ったところレベ

ル０～レベル３に分解することができた（図１）。本研

究では、このレベル３の活動が直接的な計算対象とな

る。 

このようにレベル３まで活動を分析したが、行政の

体質上、費用と活動の関係が１対１ではないため、間

接費が多く発生することが分かった。本研究でいう原

価計算を行うためには、この間接費を関連する活動毎

に分解しなければならない。しかし、その間接費に関

連する活動間で均等に分解しては正確な原価は計算で

きないため、分解する基準が必要となる。本研究にお

ける間接費は経費と材料費のみである。そのため、本

研究では間接費は活動の労働時間と比例すると見做し、

労働時間の割合を基準として原価計算を行う。 

更に原価計算を行っただけでは具体的な業務改善を

行うことができないため、計算結果の診断を行う必要

がある。そのためには、事業戦略や事業目的等の定性

的情報と計算結果から得られる定量的情報を総合的に

判断する必要がある。 



３３３３．．．．システムシステムシステムシステム設計設計設計設計    

 

活動分析を行って得たデータには、上水道事業を担

当する職員や、その事業を構成する活動等で構成され

ているが、これらのデータに共通して言えることはど

ちらも変化するということである。当然職員は人事異

動等で部署の異動がある。この点は、労務費を計算す

る上で重要となってくる。また人事異動に伴い、事業

を構成する活動も変化するため定型的な形をとらない。

よって開発されるシステムは入力されたデータに基づ

いて計算を行うことができるデータ駆動型のシステム

として設計する必要がある。 

また原価計算を行った後、診断を行い業務改善に繋

げなければならない。システム化がより困難な、定性

的情報の処理はユーザの判断に任せることにし、本シ

ステムは、ユーザが判断する際に必要となる定量的情

報の加工・整理を行うものとする。この定量的情報を

様々なインターフェイスを駆使して、多元的にユーザ

に提示することによって業務改善の支援を行う。 

    

４４４４．．．．システムシステムシステムシステム構成構成構成構成    

 

 以上のシステム設計に基づき、本システムは大別す

ると以下の４つのモジュールから構成されている（図

２）。 

まず、ユーザインターフェイスは、ユーザと会話を

行い、データ入力や計算実行等のユーザの要求の取込

みや、システムの計算結果の表示等を行う。 

 次に、データ管理モジュールは、職員データ、会計

データ、活動一覧、計算結果の４つのデータを管理す

るものであり、ユーザインターフェイスを介してデー

タの入力、削除、変更等を行う。 

 そして、原価計算モジュールは、データ管理モジュ

ールを介して活動一覧、会計データ、職員データを読
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込み、原価計算を行い計算結果のデータを出力する。 

最後に、診断支援モジュールは、計算結果ファイル

を整理し表示する様々なグラフィック機能を有してい

る。この機能をユーザが利用することによって診断の

支援を行う。 

以上のように、本システムはデータ駆動型のシステ

ムとして開発してあるため、データ入力さえすれば他

の自治体の事業の原価計算も行える仕組みになってお

り、汎用性のあるシステムとなっているのが特徴であ

る。 

       

５５５５．．．．システムフローシステムフローシステムフローシステムフロー    

 

５５５５．．．．1111．．．．データ管理モジュール  

ユーザインターフェイスより入力されたデータは、

データ管理モジュールに受け渡され、格納される。デ

ータ管理モジュール中には、活動一覧、職員データ、

会計データがある。 

まず活動一覧ではユーザは４段階（レベル０～レベ

ル３）に分けられた活動をツリー構造に従い、入力す

る。得たデータはセル集計され、レベルごとに整理さ

れた活動一覧データとして格納される。 

 次に職員データでは、職員名、給料等諸手当、総労

働時間、その職員の行っている活動及び労働時間を入

力する。労働時間の入力単位は時間とし、期間は１ヶ

月、３ヶ月、半年、１年の中から選択する。得た労働

時間は、全て１ヶ月分に集計される。給料等諸手当は、

一ヶ月分の給料・手当・法廷福利・賞与を全て合わせ

たものと定義する。入力されたデータはセル集計され

職員データとして格納される。 

 本システムは、会計データは材料費・経費・委託費

の３つに分類して考える。しかし、労務費は職員デー

タの入力の際に既に入力されているため、会計データ

としては入力しない。 

残りの材料費、経費、委託費は、事業会計決算書よ

り費目名と金額と原価の構成要素を入力する。その後

それらのデータは構成要素別に集計される。次に、材

料費、経費、委託費を活動毎に分解していくにあたり、

それらの費用毎に関連する活動を入力し、データとし

て集計される。入力されたデータはセル集計され、会

計データとして格納される。 

以上三つのデータによって原価計算を行うが、単体

のデータだけでは原価を求めることはできない。その

ため相互のデータを結ぶリンクが必要となる。本シス

テムでは個々のデータに活動名を格納する事によって

リンクを作成した(図４)。 

ある活動に関連する経費データ、材料費データ等を

リンクに基づき、集計することによって、データ構造

に基づいて自在に計算可能となっている。 



 

図図図図４４４４    データデータデータデータ構造構造構造構造    

５５５５．．．．２２２２．．．．原価計算モジュール 

まず労務費の計算方法について説明する。職員デー

タから計算対象となっている活動の担当職員を呼び出

し、人件費と計算する活動の労働時間、その職員の総

労働時間を得て、労働時間の割合で求め、総計し、個々

の活動の労務費を算出する。 

労務費：１つの活動にかかった労務費 

Σ給料等諸手当×その活動の労働時間／その活動 

を行っている職員の総労働時間 

会計データから計算する活動を選択している要素を

呼び出し、要素の金額と、他の活動名を得、リンクに

より職員情報から計算する活動の労働時間、会計デー

タから得た他の活動の労働時間を得て、労働時間の割

合で求め、総計し、個々の活動の材料費・経費を算出

していく。 

経費：１つの活動にかかった経費 

経費の合計金額×その活動の労働時間／経費 

に関連する活動の総労働時間 

材料費：１つの活動にかかった材料費 

材料費の合計金額×その活動の労働時間／材料費に

関連する活動の総労働時間   

 委託費：委託された活動の原価 

  委託費／委託費の使われている活動数 

それらの結果を得て、労務費・経費・材料費をそれ

ぞれ合計したものが個々の活動の原価となる。 

合計：1つの活動の原価 

   材料費＋経費（委託費）＋労務費 

全てのレベル３が計算し終えたら、それらを集計し、

レベル０～レベル２の活動の原価を出し、計算結果と

して出力する。また算出される値は活動一ヶ月分の原

価である。 

 

５５５５．．．．３３３３．．．．診断支援モジュール 

 原価計算モジュールより計算結果がユーザインター

フェイスに出力された後、業務改善にあたり、簡単な

診断を行うことができる。 

 まず計算結果をトップダウン形式で、問題活動を抽 

出する。活動のツリー構造を利用すると、最上位活動

よりコストの高い活動を抽出、さらにその下位を抽出

していくことにより系列で問題活動を把握することが

できる。 

以上のようなインターフェイスにより問題活動が特

定されると、その活動の詳細情報を参照することが可

能になっている。ここで言う詳細情報とは、例えば、

その活動の原価がなぜ高くなっているのか、その原因

を究明するための原価の構成要素毎で、その要素の占

める割合及び金額のことである。またさらに、その時

点では悪いと判断されるが、時系列的な評価を施すた

めに過去との比較も可能となっている。一方、人員的

な側面の評価を行うために、その活動を担当している

人員構成及びその人員の全体労働時間におけるその活

動の占める割合までも分析する事が可能となっている。 

以上のように業務改善にむけて多元的な定量的情報

の表示機能を備えている。 

 

６６６６．．．．実行例実行例実行例実行例    

 

システムの作動確認のために行った原価計算につい

て説明する。この確認に於いては、安芸市上水道事業

の実データを使用した。 

実行するにあたり、入力したデータの概要は以下の

通りである。 

 

労働時間サンプリング期間：平成19年1月～7月 

（安芸市職員による直接計測） 

給料等諸手当：平成19年度現在のものを使用  

会計データ：平成18年度安芸市水道事業会計決算書 

  

 概要から確認できるように、材料費、経費は労務費

と年度が異なるが、これは労働時間のサンプリングが

平成19年度のものであり、同年度の会計はまだ事業 

図図図図４４４４    実行例実行例実行例実行例    



 

図図図図５５５５    問題活動抽出問題活動抽出問題活動抽出問題活動抽出    

表表表表１１１１    計算結果計算結果計算結果計算結果    

0591,38192,012683,293レベル３

開閉栓等の変
更入力

02,038,985269,2712,308,256レベル２

給水装置

02,944,866373,0043,317,870レベル１

末端給水施設
維持管理

442,5736,578,134883,1877,903,894レベル０

施設管理

材料費（円）経費（円）労務費（円）原価（円）レベル・活動名

0591,38192,012683,293レベル３

開閉栓等の変
更入力

02,038,985269,2712,308,256レベル２

給水装置

02,944,866373,0043,317,870レベル１

末端給水施設
維持管理

442,5736,578,134883,1877,903,894レベル０

施設管理

材料費（円）経費（円）労務費（円）原価（円）レベル・活動名

執行中のためである。よって作動確認では平成18年度

の会計決算書を使用した。 

原価計算を実行させると、図４のように出力される。

表示後、上部の問題活動抽出ボタンにより、トップダ

ウン的に見て、コストが一番高い活動の系列を画面上

で赤く網掛け表示する（図５）。また活動をダブルクリ

ックすることで、その活動の内訳を表示させることが

できる。 

そして、今回の計算結果では一番悪い系列とその原

価は表１のようなり、レベル３活動の内訳を見ると、

その活動の担当職員は５人も従事していることが確認

できた。 

    

７７７７．．．．考察考察考察考察    

 

本システムを開発し、安芸市上下水道課の実データ

を入力、原価計算を行った結果を整理すると次のよう

なことが言えると考える。 

 原価管理システムに於いて、現場で実際に使用する

点から考えると、まずはユーザが容易に使いこなせる

ユーザインターフェイスを備えていることが重要と

なるが、本研究中では時間の都合上、操作性に関する

十分な検証は行えていない。しかし、本システムでは、

VBA(Visual Basic for Application)[3]上でマウス主

体の操作ができるように開発されているため、

Microsoft Excelの操作が行える人には比較的簡単に 

 

 

 

 

操作できるのではないかと考える。 

次にシステムの評価として、システムのアウトプッ

トの妥当性が考えられる。本来なら実際に安芸市の職

員にシステムを使用して頂くことで、評価を行うべき

である。しかし、安芸市職員も日常業務という忙しい

中で協力してくれたため時間が限られており、妥当性

の評価は行うことができなかった。 

    

８８８８．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに    

 

本研究では安芸市上下水道課を対象として、原価管

理システムの開発を行った。その結果、成果として以

下のことが言えると思われる。 

 

（１）従来の行政におけるABC分析では確立されてい

なかった活動の捉え方を、定義することができ

たと考えられる。 

（２）入力されたデータに従って、活動ごとに原価計

算を行うデータ駆動型のシステムにより、デー

タさえ入力すれば他の自治体でも原価計算を行

えることから、汎用的なシステム開発ができた

と考えられる。 

（３）多元的な定量的情報の表示機能を備えているこ 

とにより、業務改善に繋げることのできるシス

テム開発ができたと考えられる。 

 

一方、今後の課題としては以下のことが言える。 

 

（１）診断支援モジュールでは、定量的情報を処理す

る機能しか開発していない。定量的情報だけで

はなく、定性的情報も扱うことのできる診断機

能の開発を行い、原価管理システムとしての性

能を高めることが必要であると考えられる。 

（２）本研究は次の開発段階として、実際に現場でシ

ステムを使用してもらい、操作性や妥当性の検

証、評価をしてもらう必要があると考えられる。 
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